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人ロの動き
　　7月1日現在
男4，246（十5）
女4，327（一2）
計　 8，573（＋3）
世帯数2，262（十1）

　（）は前月比較
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明るい笑顔は健康のしるし（ナカゴグリーンパークで）

　
人
口
の
高
齢
化
や
生
活
環
境
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
住
民
の
健
康
へ
の
意
識

は
高
ま
り
、
保
健
医
療
に
対
す
る
二
ー

ズ
は
ま
す
ま
す
多
様
化
・
高
度
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
人
生
八
十
年
を
明
る
く
健
や
か
に
過

ご
す
た
め
に
は
、
若
い
う
ち
か
ら
健
康

の
基
礎
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
平
成
六
年
度
に
県
が
実
施
し
た
県
民

健
康
調
査
に
よ
る
と
、
現
在
の
健
康
状

態
が
「
よ
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
の
割

合
は
三
十
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
。
将
来

の
健
康
状
態
に
つ
い
て
「
心
配
し
て
い

る
」
人
の
割
合
は
六
十
五
・
ニ
パ
ー
セ

ン
ト
で
、
　
「
心
配
し
て
い
な
い
」
三
十

一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
二
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
　
「
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
り
育
て
る
」
と
い
う
認

識
の
も
と
、
町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
自

主
的
に
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
バ
一
フ
ン

ス
の
と
れ
た
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
、
支
援
体
制
の
構
築
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
、
町
が
進
め
て
い

る
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
の
状
況
を
紹

介
し
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
、
も
う
『
度
見
つ
め
直
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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リ
ー
ダ
ー
・
組
織

の
育
成
と
啓
発

　
町
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
設
置
さ

れ
た
健
康
づ
く
り
審
議
会
を
中
心
と
し

て
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
、
母
子

保
健
推
進
委
員
、
公
衆
衛
生
推
進
協
議

会
な
ど
の
団
体
の
協
力
を
得
て
、
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
リ
ー
ダ
i
育
成
と
、

社
会
体
育
と
の
連
携
に
よ
る
体
力
づ
く

り
運
動
の
推
進
に
も
努
め
る
な
ど
、
健

康
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
の
全
町
的
な

組
織
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
や
疾
病
に
関
す
る
情
報

を
的
確
に
提
供
す
る
た
め
、
医
師
会
な

ど
関
係
機
関
や
団
体
の
協
力
を
得
て
、

健
康
教
育
、
健
康
相
談
な
ど
を
実
施
し
、

知
識
取
得
へ
の
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
健
康
づ
く
り
実
践
百
日
運

動
を
推
進
し
、
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的

に
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
運
動
を
全
町

に
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
一

町民からカルシウムを摂取してもらお・

と、料理の講習を受ける食推のメンバ

／へ＼

動
・
栄
養
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置

し
、
疾
病
者
の
健
康
回
復
と
増
進
を
図

り
、
医
療
機
関
と
保
健
婦
・
栄
養
士
活

動
の
連
携
強
化
に
努
め
、
そ
の
指
導
・

実
践
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

疾
病
の
予
防

　
三
大
成
人
病
（
が
ん
、
脳
卒
中
、
心

臓
病
）
は
、
町
民
死
因
総
数
の
半
数
以

上
を
占
め
、
年
代
別
の
死
因
を
み
る
と

四
十
～
七
十
歳
で
は
、
が
ん
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
の
順
で
あ
り
、
八
十
歳
以
上
に

な
る
と
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
が
ん
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
成
人
病
は
、
生
活
習
慣
病
と
も
言
わ

れ
、
生
活
の
悪
習
慣
の
積
み
重
ね
に
よ

り
発
病
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
若
年

期
か
ら
の
健
康
管
理
が
大
切
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
割
合

が
高
い
こ
と
か
ら
、
保
健
指
導
の
対
象

が
高
齢
者
に
移
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
少
子
化
・
就
業
構
造
の
変
化
に

よ
り
、
母
子
保
健
を
取
り
巻
く
問
題
も

重
要
性
が
増
し
て
お
り
、
母
性
保
護
、

子
ど
も
の
健
全
育
成
な
ど
の
問
題
も
山

積
し
て
い
ま
す
．

　
一
方
、
平
成
九
年
か
ら
、
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
が
、
原
則
と
し

て
県
か
ら
市
町
村
に
一
元
化
さ
れ
、
そ

の
体
制
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
も

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
移

　
　
推

　
　
の

　
　
者

　
　
亡

　
　
死

　
　
る

　
　
よ

　
　
に

　
　
因

　
　
死

　
　
大

　
　
三

　
　
病

　
　
人

　
　
成

　
こ
れ
ら
の
状
況
の
中
で
、
健
や
か
な

老
後
を
迎
え
る
た
め
、
従
来
の
疾
病
予

防
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
と
い
う
「
二

次
予
防
」
と
と
も
に
、
今
後
は
発
病
予

防
、
健
康
増
進
の
「
一
次
予
防
」
と
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
「
三
次
予
防
」

に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
一
人
で
も
多
く
検

診
な
ど
を
受
け
、
早
期
発
見
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

〈
健
康
診
査
事
業
〉

①
住
民
検
診

項　目 平成3年 平成4年 平成5年 平成6年 平成7年
悪性新生物 14人 20％ 23人 28％ 18人 20％ 20人 23％ 15人 18％

心疾患 16 22 1．2 14 12 14 18 21 14 17

脳血管疾患 14 20 10 12 12 14 18 21 21 25

計 44 62 45 54 42 48 56 65 50 60

死亡者総計 71 100 83 100 88 100 86 100 84 100

　
十
六
歳
以
上
が
対
象
で
、
基
本
的

に
は
間
診
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底
検

査
、
診
察
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
者
が
年
々
減
少
し
て
い
る
傾

向
に
あ
り
、
受
診
者
の
総
合
判
定
状

況
に
お
い
て
は
、
成
人
病
予
備
軍
で

あ
る
「
要
指
導
」
の
割
合
が
横
ば
い

と
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
今
ま
で

以
上
に
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
健
康
管
理
が
必
要
で

す
。　
ま
た
、
平
成
八
年
度
の
住
民
検
診

の
結
果
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
七
十

歳
代
の
数
値
が
、
高
血
圧
と
心
障
害

を
除
い
て
、
減
少
傾
向
に
あ
り
、
高

齢
者
医
療
の
成
果
が
現
わ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
六
十
歳
代
の
層

は
、
心
障
害
を
除
い
て
、
い
ず
れ
の

部
門
に
お
い
て
も
最
大
の
数
値
を
示

保育園入園前の子どもたちが集まって遊んだり、

意見交換などをしたりする「すくすく教室」

　
し
、
高
脂
血
症
に
お
い
て
は
二
十
パ

　
ー
セ
ン
ト
近
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
寝
た

　
　
　
　
ち
ほ
う

　
き
り
や
痴
呆
の
原
因
と
も
な
る
の
で
、

　
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
ま
た
、
高
齢
者
に
貧
血
が
多
い
の

　
は
、
肉
体
的
活
動
の
減
退
と
食
生
活

　
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
も
の
も
原

　
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、
成
人
病
の

　
主
な
原
因
で
あ
る
肥
満
は
、
四
十
代

　
か
ら
五
十
代
に
多
い
た
め
、
適
正
な

　
自
己
管
理
が
必
要
で
す
。

②
が
ん
検
診

　
　
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
子
宮
が
ん
、

　
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
な
ど
を
実
施
し

　
て
い
ま
す
。

　
　
胃
が
ん
検
診
は
、
平
成
四
年
度
か

　
ら
八
年
度
の
五
年
間
で
延
べ
四
千
二

　
百
二
十
六
人
受
診
し
、
十
四
人
の
胃

　
が
ん
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

⑬9．7．10



　
ち
十
人
が
早
期
が
ん
、
四
人
が
進
行

　
が
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。
進
行
が
ん

　
の
う
ち
、
二
人
は
、
過
去
三
年
間
未

　
受
診
の
方
で
し
た
。

　
　
乳
が
ん
は
、
自
己
発
見
で
き
る
唯

　
一
の
が
ん
で
あ
り
、
検
診
時
に
お
い

　
て
自
己
検
診
法
の
普
及
を
図
っ
て
い

　
る
と
こ
ろ
で
す
。

③
人
間
ド
ッ
ク

　
　
昭
和
六
十
一
年
か
ら
実
施
し
て
い

　
る
町
の
人
間
ド
ッ
ク
は
、
年
々
受
診

　
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因

　
は
、
全
て
の
検
査
が
一
日
で
済
み
、

　
検
査
内
容
も
多
い
と
い
う
こ
と
に
あ

汰鞄成人病検診状況の推移

年度
胃　が　ん　検　診 子宮がん検診 墓本健康診査

受信者数 要精検者数 異常なし 異常者数 受信者数 異常者数 受信者数 異常な：し 要指導 要医療

平成4年 943 213 803 136 316 0 2，274 435 946 893

平成5年 876 169 805 61 310 2 2，097 390 865 842

平成6年 891 143 830 61 281 0 2，049 390 827 832

平成7年 837 109 766 61 290 1 1，995 366 797 832

平成8年 719 103 653 56 286 0 1，920 357 711 852

住民検診総合判定状況の推移

　
り
ま
す
。
今
後
も
継
続
受
診
と
未
受

　
診
者
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
た
い
と

　
考
え
て
い
ま
す
。

④
デ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
事
業

　
　
平
成
八
年
度
か
ら
新
規
に
取
り
組

　
み
を
し
て
い
る
も
の
で
、
保
健
婦
と

　
在
宅
介
護
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

　
パ
ー
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
蓄
積

　
さ
れ
た
老
人
訪
間
の
記
録
を
、
国
保

　
診
療
所
医
師
に
も
そ
の
情
報
が
活
用

　
で
き
る
よ
う
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

　
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
す
る
も
の

　
で
す
。

　
　
こ
れ
は
、
全
国
に
お
い
て
も
先
進

％100

要指導

　　　　　　　80

■異常なし

40　　　　　　6020　　　　』

平成4年1

平成5年1

平成6年1

平成7年1

平成8年1

　
的
な
事
業
で
、
病
気
治
療
だ
け
で
な

　
く
、
お
年
寄
り
一
人
ひ
と
り
を
大
切

　
に
し
た
的
確
な
疾
病
予
防
指
導
や
、

　
寝
た
き
り
状
態
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ

　
健
康
教
育
に
、
有
効
に
機
能
す
る
も

　
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
骨
密
度
検
診

　
　
平
成
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

　
検
診
で
、
寝
た
き
り
原
因
の
第
二
位

　
　
　
　
　
　
こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

　
と
言
わ
れ
る
骨
粗
影
松
症
の
早
期
発
見

　
と
、
予
防
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

　
え
て
い
ま
す
。

〈
予
防
接
種
事
業
〉

平成4年 平成5年 平成6年 平成7年 平成8年

異常なし 435　人 390　人 390　人 366　人 357　人

要　指　導 946 865 827 797 711

要　医　療 893 842 832 832 852

平成8年度　住民検診結果

40歳未満 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

境界域高血圧 5．8　％ 13．0　％ 14．6　％ 34．0　％ 31．6　％

高　血　圧 0．0 4．3 4．6 15．7 12．0

心　障　害 1．1 3．9 8．4 18．8 19．3

動脈硬化 0．0 0．5 0．8 3．0 1．7

高脂血症 13．2 20．8 44．8 56．1 23．0

　
伝
染
病
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
予
防
接
種
の
必
要
性
を
周
知
し
、

接
種
を
勧
奨
し
て
い
ま
す
。

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
、
ポ
リ
オ
、
日
本
脳

炎
、
三
種
混
合
・
二
種
混
合
、
風
し
ん
、

麻
し
ん
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
し
よ
く

〈
う
蝕
予
防
事
業
〉

　
八
十
歳
で
二
十
本
の
歯
を
保
つ
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
保
育
園
、
小

学
校
で
の
フ
ッ
素
洗
口
や
妊
婦
歯
科
検

診
、
乳
児
検
診
、
学
校
・
園
歯
科
検
診

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
県
や
管

内
と
比
較
し
て
も
、
む
し
歯
に
な
っ
て

い
る
率
、
一
人
平
均
む
し
歯
数
、
処
置

歯
率
と
も
良
好
と
い
え
ま
す
。

〈
母
子
保
健
事
業
〉

　
健
康
な
子
を
産
み
、
育
て
る
た
め
、

新
生
児
訪
間
、
離
乳
食
相
談
、
乳
幼
児

健
康
診
査
や
、
す
く
す
く
教
室
な
ど
を

開
催
。
母
と
子
一
体
と
な
っ
た
健
康
管

理
を
考
え
、
母
子
の
健
康
保
持
は
も
ち

ろ
ん
、
保
健
思
想
の
普
及
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
を
考
え
る
と
き
、
ま
ず

最
初
に
必
要
な
こ
と
は
、
自
分
の
健
康

状
態
を
知
る
こ
と
で
す
。
そ
の
方
法
が

検
（
健
）
診
で
す
。

　
検
（
健
）
診
は
、
健
康
づ
く
り
の
第

一
歩
で
す
。
積
極
的
に
受
診
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　1　鶴騨響l
　　　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　F

　　　　　　　　　■　凸　　累　藁

　甕　　　講
　額灘灘鑑　　　　　　　　　　　　　　　1’　　　　　　　　　　　　　　　　鼎

綴覇，、繍灘　　．蟻
難瞠1購1
千手小学校で実施された日本脳炎予防接種

9．7．10④



風無草の会とふるさと料理研究会が「ふるさと

の暮らしと食べ物」を1年がかりでまとめました

醤

地
域
づ
く
り

　
　
　
応
援
し
ま
す

　
こ
の
事
業
は
、
町
内
の
各
種
団
体
や

グ
ル
ー
プ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特

性
や
資
源
な
ど
を
活
用
し
て
、
個
性
的

で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
実
施
す
る

場
合
に
助
成
し
、
住
民
自
ら
実
施
す
る

地
域
づ
く
り
を
応
援
す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
六
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

の
事
業
は
、
三
か
年
で
三
十
二
件
・
千

三
百
万
円
が
助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
紙
四
月
号
で
、
平
成
九
年
度
事
業

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
五
団
体
か
ら
応

募
が
あ
り
、
内
容
審
査
の
結
果
、
下
表

の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

番号 申請団体 事業費・場所 内　　　　　　　　容 事業費 補助金額
《事業名》 《アピール》 千円 千円

山之根長寿会ゲート 1　山之根長寿会のゲートボール場を自主

山之根長寿会
ボール場造成事業
《場所》

造成する

2　ゲートボールを通して地域高齢者の親

1 代表
　　高橋敬三郎
会員　113人

霜条地内 睦を図る
《内容》

1　ゲートボール場の造成　1面
2　排水溝　1式

417 181

3　土工、敷き均し　各1式
4　防球ネット　1式

《事業名》 《アピール》

羽黒山ふれあい小道 1　羽黒山の神社跡地を地域の憩い場に整
整備事業 備

大字水口沢 《場所》 2　羽黒山権現祭りの実施（カラオケ大会
羽黒山 など）

2 代表　石澤　實 《内容》 802 481

会員　70人 1　敷地内の古株、枯倒木を撤去して広場
を整備
2　丸太を利用した周遊階段を整備
3　羽黒山の由来や伝説などの立看板設置

《事業名》 《アピール》

中仙田地内国道を美 1　国道403号線を通るひとが楽しくなる道
フラワーメイト しくする事業 にする
中仙田 《場所》 2　アメニティ公園の周辺環境を美化する
3 国道403号線沿線 《内容》 252 151
代表　小林義幸 及ぴアメニティ公園 1　国道403号線中仙田沿線350メートルに
会員　80人 約800本の花を植栽

2　アメニティ公園に約300本の花を植栽し、
散水施設、駐車場整備をする

《事業名》 《アピール》

「川西の民話・伝説」 1　川西町に残る民話・伝説を絵や実写で
ビデオ制作事業 再現

4

川西町民話研究
クラブ

代表　高橋直人

会員　8人

《場所》

町内全域
2　完成ビデオを各学校などに配布して教
材に活用
《内容》

1　千手、上野、橘、仙田各地に残る民話
　・伝説を一話ずつ選出し、ビデオ化
2　製作に各小学生も参加し、さし絵の制

162 96

作や、実写場面に出演
3　ビデオを小学校教材に利用、公民館で
貸出し

《事業名》 《アピール》

冬の臼倉フォトハイ 1　「日本一美しいむら」に選出された臼
キングin臼倉 倉の再発見

写真衆かわにし
《場所》

町内一円
2　美しい川西町の風景を内外にP　Rする
《内容》

5 代表　羽鳥宏史
会員　30人

1　中央の写真家を招いての写真教室
2　臼倉や、星名邸を対象に写真コンテス
　トを実施

675 327

3　入賞作品を雪祭りなどに展示
4　写真原版は、町の様々なパンフレット
などに活用

　　　　　　　　　　　後期分の募集をします

　今後、この事業を活用して地域づくりを実施する計画がある団体などは、次により後期分

の募集をしますので、奮ってご応募ください。

　☆応募締め切り　8月31日
　☆間い合わせ及び応募先　役場開発課振興係　暦68－3111　内線312
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一
流
ア
ー
チ
ス
ト
の
演
奏
に
酔
う

　
六
月
十
六
日
、
サ
ン
パ
レ

ス
ナ
カ
ゴ
で
、
　
「
ジ
ャ
ズ
イ

ン
ナ
カ
ゴ
」
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
二
百
五
十
人
が

集
ま
り
、
一
流
ア
ー
チ
ス
ト

に
よ
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど

の
演
奏
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
ジ
ャ
ズ
イ

ン
ナ
カ
ゴ
実
行
委
員
会
（
町

内
の
有
志
で
組
織
）
の
主
催

で
実
現
し
た
も
の
で
、
ジ
ャ

ズ
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
企
画
。
日
本
の
ト
ッ
プ

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
者
で
あ

り
、
世
界
的
に
も
有
名
な
日

　
て
る
ま
さ

野
皓
正
さ
ん
と
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
五
人
を
招
い
た
も
の
で

す
。
　
お
よ
そ
三
時
間
半
（
一
部
・

二
部
）
の
演
奏
で
は
、
日
野

さ
ん
が
お
ど
け
た
り
、
冗
談

を
言
っ
て
笑
わ
せ
た
り
し
て
、

大
き
な
舞
台
で
の
演
奏
と
は

違
っ
た
意
味
で
、
観
客
と
一

体
と
な
っ
た
盛
り
上
が
り
を

み
せ
、
観
客
も
夜
が
ふ
け
る

の
も
忘
れ
て
、
ジ
ャ
ズ
の
魅

力
を
堪
能
し
ま
し
た
。

難㈱灘

鱗
軽
　
　
農
難

　
　
灘
鰯

デンマークの福祉の実情を報告したパネルディスカッション

舞灘

先進福祉に学ぷ

灘
難

　
六
月
二
日
、
川
西
中
学
校
体
育
館
で
、
国

際
交
流
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
深
刻
な
高
齢
化
の
現
状
を
踏

ま
え
、
福
祉
国
家
デ
ン
マ
ー
ク
の
福
祉
を
直

接
デ
ン
マ
ー
ク
の
関
係
者
か
ら
学
ぼ
う
と
い

う
こ
と
で
、
十
日
町
圏
広
域
福
祉
事
業
推
進

協
議
会
（
水
野
寛
男
会
長
）
が
日
欧
文
化
交

流
学
院
校
長
の
千
葉
忠
夫
さ
ん
ら
三
人
を
招

き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
開
か
れ
た
も
の
。

　
お
よ
そ
五
百
人
の
参
加
者
は
、
　
「
日
本
で

は
税
金
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
無
料

の
医
療
や
教
育
、
福
祉
と
し
て
返
っ
て
く
る

の
で
当
た
り
前
の
こ
と
」
、
　
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
が
交
代
で
駐
在
し
て
、
老
人
が
普
通
の

生
活
を
す
る
高
齢
者
住
宅
の
建
築
が
進
ん
で

い
る
」
と
い
う
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
福
祉
の
現

状
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
謹
難
蕪
灘
灘
難
難
朋
難
職

9。7．10⑥

日
野
さ
ん
（
中
央
）

を
魅
了
し
ま
す

と
メ
ン
バ
ー
の
演
奏
が
、
集
ま
っ
た
人
た
ち

灘

大
自
然
が
舞
台
、

　
六
月
十
五
日
、
ナ
カ
ゴ
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

を
会
場
に
、
第
一
回
町
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
内
外
か
ら
百
二
十
人
が
参
加
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
確
か
め
な
が
ら
、

あ
る
い
は
賞
ね
ら
い
に
徹
し
て
？
　
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
胸
に
コ
ー
ス
に
出
て
い
き
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
男
性
の
部

　
　
一
位
　
中
村
卯
一
さ
ん
（
坪
山
）

　
・
女
性
の
部

　
　
一
位
　
石
野
代
美
子
さ
ん
（
十
日
町
市
）

欝
響
灘
嚢

丁
こ

十
’
」
4
》

蓑．難’　　　　　　　　　　　　　　1　”・・’　皆

灘麟、醐難，鰯騨呂

大自然を舞台に、一打一打に歓声が
沸き上がっていました



霧
響

麟

▲宮川西町スポ少本部長から激励を受ける町予選会開会式

▼1試合、1試合が手に汗を握る熱戦でした

頑
張
れ
未
釆
の
甲
子
園
球
児

　
六
月
七
日
、
庚
塚
野
球
場
で
、
第
十
九

回
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交
流
大

会
中
越
大
会
川
西
町
予
選
会
が
開
催
さ
れ
、

千
手
タ
イ
ガ
ー
ス
と
橘
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
が
、

郡
予
選
会
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　
六
月
十
四
日
、
同
野
球
場
と
川
西
中
学

校
で
、
同
大
会
の
郡
予
選
会
が
開
か
れ
、

町
か
ら
の
ニ
チ
ー
ム
と
、
津
南
町
一
チ
ー

ム
、
中
里
村
一
チ
ー
ム
が
、
中
越
地
区
大

会
出
場
を
か
け
て
対
戦
し
ま
し
た
。
結
果

は
、
津
南
町
の
笹
沢
ベ
ア
ー
ズ
が
優
勝
、

中
越
大
会
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

生
涯
学
習
事
業
「
ち
ょ
っ
と
は
い
け
ん
」

5
』
｝

鞭麟霞醗繍螂脅蕪柔穂撫雛蕪緯聴酬醤薇瞭幽識郷義臓議範

・
、
影
霊
奮
難
，
簗
指
薮
義
婁
葉
篶
遙
惹
簸
嚢
霧
壌
蟹
盤
嚢
難
潤
．
．

「
グ
リ
ー
ン
ム
ー
ド
」
で
交
流
会

　
六
月
二
十
一
、
二
十
二
日
と
、
上
野

集
会
所
を
メ
ー
ン
会
場
に
、
　
「
グ
リ
ー

ン
ム
ー
ド
ね
っ
と
わ
ー
く
し
ょ
っ
ぷ
切

か
わ
に
し
篇
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
Y
A
R
O
U
K
A
I

（
や
ろ
う
会
・
上
村
保
弘
代
表
・
会
員

二
十
七
人
）
が
主
催
し
た
も
の
で
、
吉

川
町
の
「
夜
な
べ
塾
」
、
三
島
町
の
「
ふ

る
さ
と
塾
」
の
会
員
を
迎
え
、
交
流
事

業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
球
、
環
境
、
景
観
、
緑
化
と
い
っ

た
グ
リ
ー
ン
ム
ー
ド
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

意
見
交
換
や
町
の
各
集
落
の
人
が
案
内

人
と
な
っ
て
、
地
域
で
の
活
動
を
紹
介

し
た
り
、
通
学
路
に
花
を
植
栽
し
た
り

す
る
「
グ
リ
ー
ン
ム
ー
ド
わ
ー
き
ん
ぐ
」

　
ま
た
、
風
無
草
の
会
に
よ
る
手
づ
く

り
料
理
「
グ
リ
ー
ン
ム
ー
ド
ぱ
ー
て
い
」

も
繰
り
広
げ
ら
れ
、
参
加
者
を
も
て
な

し
て
い
ま
し
た
。

1脚謬？
　
　
し

沈

尋霧

に花を植える準備が進められていきます

鞠磁鞭蹴獅灘轍湾㈱

　
町
で
は
、
　
「
住
民
の
多
様
な
要
求
に

こ
た
え
る
生
涯
学
習
の
推
進
」
を
図
る

た
め
、
各
種
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
生
き
方
に
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
楽
し
く
、
気
軽
に
学
び
教
え
あ

い
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
。

ま
た
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
開
設
さ
れ
て
い
る
関
連
事
業

の
中
か
ら
、
そ
の
一
部
を
の
ぞ
い
て
み

ま
し
た
。

　
室
　
教
室

　
グ
教

　
ン
　
ク

　
キ
　
一

▲川高で開かれたファミリークッ

▼千手小で開かれているパッチワ

屡
．
．

　廟ミ踊

今
が
見
ご
ろ
で
す
！

松
葉
沢
シ
ョ
ウ
ブ
園
に

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。



　
町
で
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
採
用

の
一
般
事
務
職
員
（
初
級
職
）
若
干
名

を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
～
五
十
五

年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

1
　
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合
が

す
る
試
験
）

試
験
日
九
月
二
十
一
日
㈲

受
付
時
間
　
午
前
九
時
～
九
時
四
十

　
　
　
　
　
分

試
　
験
　
場
　
長
岡
市
南
町
二

　
　
　
　
　
長
岡
市
立
南
中
学
校

【
試
験
の
方
法
】

　
高
校
卒
業
程
度
の
内
容
で
、
地
方
公

務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識
と
知

能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の
筆
記
試
験
と

作
文
試
験
及
び
事
務
適
正
検
査
を
行
い

ま
す
。

携
行
品
　
受
験
票
、
H
B
鉛
筆
、
消
し

　
　
　
ゴ
ム
な
ど
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
や

　
　
　
万
年
筆
使
用
は
無
効

合
格
発
表
　
十
月
中
旬
ご
ろ

2
　
二
次
試
験

試
　
験
　
日
　
十
一
月
上
旬
ご
ろ
（
一

　
　
　
　
　
次
試
験
合
格
者
に
別
途

　
　
　
　
　
通
知
）

試
験
場
川
西
町
地
域
活
性
化
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー

方
　
　
法
　
面
接
試
験

【
採
用
旦

　
平
成
十
年
四
月
一
日

【
受
験
手
続
き
】

　
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
行
政
係

【
申
込
書
の
提
出
】

　
受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
押

　
印
。
写
真
（
縦
四
㎝
×
横
三
㎝
無
帽

　
・
正
面
上
半
身
）
一
枚
を
は
り
、
ほ

　
か
に
二
枚
を
添
え
て
役
場
行
政
係
へ
。

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
八
月
十
五
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

消
印
は
八
月
十
五
日
ま
で
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
奮
六
八
ー
三
一
一
一

　　　　「知事とのさわやかトーク」を　　　σ
　　　開催いたします
　県では、皆様から県政に関する幅広い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コドトじドロ　ご意見●ご提言をお聴きし・県政に反映　　　，躍　灘．馨弾、難，麟義，謡：，．

螺、，

当日は・参加された方からご発言いた　一1麟　嚢1 　，’羅
だき・知事が答える形で進められます・　一、、縢薩　灘．羅纏　　　　　・、

どうぞ、お気軽にお出かけください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衆　騰，　　麟灘灘
　●日　　時　　　9月2日（幻　午後1時30分から3時30分まで

　●会　　場　　　十日町地域地場産業振興センター（クロス10）大ホール

　●参集範囲　　　十日町市、川西町、津南町、中里村、松代町、松之山町

　　　　　　　にお住まいの人
　●ご発言を希望される方へ

　　　　　　　当日、「こんなことを話したい」ということがありまし

　　　　　　　たら、7月25日（金）までに役場総務課文書広報係へご連絡

　　　　　　　　ください。

　●その他　　　手話通訳付き
　●間い合わせ先　役場総務課文書広報係（岱68－3111内線305）または、

　　　　　　　県庁広報広聴課広聴係（盈025－285－5511内線2116）まで。
レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．7．10⑧



十日町地域広域事務組合　職員募集
　　　　　（採用試験実施要綱）

消防士　6名程度　採用の予定

申込受付　7月16日～8月8日まで
　　　　　（郵送消印は8月8日まで）

平
成
十
年
四
月
一
日
採
用
予
定

【
受
験
資
格
】

○
高
等
学
校
卒
業
者
で
、
昭
和
四
十
七

年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

　
（
平
成
十
年
四
月
一
日
現
在
二
十
五

歳
以
下
の
人
）

○
身
長
一
六
〇
此
㌧
后
以
上
、
胸
囲
は
お

　
お
む
ね
身
長
の
二
分
の
一
以
上
、
体

重
は
五
〇
舛
ラ
如
以
上
、
視
力
は
両
眼

　
の
場
合
○
・
八
以
上
、
一
眼
の
場
合

　
そ
れ
ぞ
れ
○
・
五
以
上
（
矯
正
視
力

　
可
）
で
色
神
正
常
、
そ
の
ほ
か
身
体

　
強
健
で
体
質
上
欠
陥
の
な
い
人

〇
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内

　
（
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

中
里
村
。
松
代
町
、
松
之
山
町
）
に

居
住
可
能
な
人

【
試
験
の
日
及
び
方
法
】

〇
一
次
試
験
　
八
月
二
十
四
日
⑭
（
場

　
所
及
び
時
間
は
受
験
者
に
別
途
通
知
）
、

　
試
験
は
地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な

．
、
D

　
一
般
知
識
・
教
養
と
体
力
診
断
テ
ス

ト
を
行
い
ま
す
。

○
二
次
試
験
　
九
月
上
旬
（
場
所
及
び

　
時
刻
は
一
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通

　
知
）
、
口
述
試
験
と
身
体
検
査
を
行

　
い
ま
す
。

【
受
験
手
続
き
】

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
や
、
消
防
署

西
分
遣
所
な
ど
に
備
え
付
け
の
受
験
申

込
書
に
、
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明

書
を
添
付
し
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部

総
務
課
（
盈
五
七
－
一
五
五
五
）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
合
格
発
表
】

　
一
次
、
二
次
試
験
と
も
受
験
者
に
合

否
を
通
知
し
ま
す
。

ほくほく線海水浴列車運行

　次のとおり、海水浴列車を運行

します。

■運転日
　　7月20日（日）、21日（祝）

　　　　26日（土〉、27日（日）

　　8月2日（土）、3日（日）

　　　　9日（土）、10日（日）

■運転区間

　　六日町駅から、ほくほく線経

　由で信越線柏崎駅まで。

■停車駅と運転時刻

　（往路）

　十日町→米山→笠島→鯨波

　9：44　　10：51　 10：56　 11：03

　→柏崎

　　11：08

　（復路）

　柏崎→鯨波→笠島→米山
　16：17　　16：21　　16：27　　16：31

　→十日町

　　17：53

■問い合わせ先

　北越急行㈱営業開発室

　　智0257－70－2820

　
　
　
　
　
　
施
設
職

　
社
会
福
祉
法
人
「
妻
有
福
祉
会
」
で
は
、

精
神
障
害
者
入
所
授
産
施
設
（
十
日
町
市

に
新
設
）
に
勤
務
す
る
、
平
成
十
年
四
月

一
日
採
用
の
施
設
職
員
を
次
に
よ
り
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
職
種
、
採
用
人
員
及
び
受
験
資
格
】

◎
精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
　
一
名

　
　
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
以
降
生
ま

　
れ
で
、
社
会
福
祉
士
又
は
社
会
福
祉
主

　
事
の
資
格
を
有
す
る
人
（
来
春
資
格
取

　
得
見
込
者
を
含
む
）

◎
作
業
指
導
員
　
一
名

　
　
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
以
降
生
ま

　
れ
で
、
作
業
療
法
士
の
資
格
を
有
す
る

　
人
（
来
春
資
格
取
得
見
込
者
を
含
む
）

◎
事
務
員
兼
作
業
指
導
員
助
手
　
二
名

　
　
昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
以
降
生
ま

　
れ
で
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

　
有
す
る
人

【
各
職
種
共
通
条
件
】

　
①
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中

　
　
里
村
、
松
之
山
町
、
松
代
町
に
在
住

　
　
又
は
在
住
予
定
で
、
通
勤
可
能
な
人

　
②
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

【
提
出
書
類
】

　
ω
職
員
採
用
申
込
書

　
ω
卒
業
証
書
の
写
し
、
又
は
卒
業
（
見

　
　
込
み
）
証
明
書

　
⑥
免
許
、
資
格
を
有
す
る
証
明
書
の
写

　
　
し

　
㈲
返
信
用
封
筒
（
住
所
・
氏
名
を
記
入

　
　
し
、
八
十
円
切
手
を
添
付
）

試
験
日

受
付
時
間

試
験
会
場 員

募
集

　
　
※
職
員
採
用
試
験
申
込
書
は
、
養
護
老

　
　
　
人
ホ
ー
ム
「
妻
有
荘
」
、
又
は
各
職

　
　
　
種
共
通
条
件
に
あ
る
市
町
村
の
人
事

　
　
　
担
当
に
あ
り
ま
す
。

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

－
　
一
次
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

内
　
　
容

合
格
発
表

2試
験
日

九
月
二
十
一
日
旧

午
前
九
時
～
九
時
二
十
分

十
日
町
市
土
市
三

水
沢
地
区
公
民
館

一
般
試
験
、
適
性
検
査

＋
月
上
旬
ご
ろ

　
　
二
次
試
験

　
　
　
　
　
十
月
二
十
二
日
㈱
（
一
次
試
験

　
　
　
　
　
合
格
者
に
別
途
通
知
）

【
申
し
込
み
手
続
き
】

ω
受
付
期
間

　
　
八
月
十
五
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、
消

　
印
は
八
月
十
五
日
ま
で
有
効
）

ω
申
し
込
み
・
間
い
合
わ
せ

　
〒
九
四
九
－
八
五

　
　
＋
日
町
市
幸
町

　
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
妻
有
荘
」
内

　
　
　
精
神
障
害
者
入
所
授
産
施
設
建
設
準

　
　
　
備
室

　
　
（
費
〇
二
五
七
－
五
八
－
二
〇
五
〇
）

（
●

戸
，

、

⑨9．7・10



し
わ
犬
の
愛
称
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
『
ニ
シ
丸
』
と
決
定

　
町
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
や
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
お
な
じ
み
の
、
　
「
し
わ
犬
」
の

愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
四
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
町
職
員
十
六
人
と
、
か
わ

に
し
21
委
員
会
の
委
員
十
人
に
よ
る
投

票
に
よ
る
選
考
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
『
ニ
シ
丸
』
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
ば
れ
た
理
由
は
、
　
①
選
考
委
員

に
よ
る
得
票
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
。

②
し
わ
犬
の
品
種
で
あ
る
シ
ャ
・
ペ
イ

犬
の
特
徴
な
ど
を
直
接
表
現
は
し
て
い

な
い
も
の
の
、
ひ
と
ひ
ね
り
し
て
い
る

こ
と
が
か
え
っ
て
犬
を
想
像
さ
せ
、
「
皮

に
シ
ワ
」
の
コ
ピ
ー
と
マ
ッ
チ
し
て
い

る
こ
と
。
③
「
か
わ
に
し
は
丸
く
お
さ

ま
る
」
．
「
“
か
わ
に
し
丸
号
”
で
新

し
い
船
出
を
す
る
」
と
い
う
、
二
十
一

世
紀
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
も

見
て
と
れ
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
で
す
。

　
採
用
に
決
定
さ
れ
た
愛
称
を
応
募
さ

れ
た
方
は
、
和
久
井
佐
百
合
さ
ん
（
木

落
）
で
、
和
久
井
さ
ん
に
は
マ
グ
カ
ッ

プ
と
イ
ヌ
と
ナ
カ
ゴ
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
各
一
点
を
、
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選

で
、
相
崎
ア
サ
子
さ
ん
（
中
島
町
）
に

は
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
が
、
小
黒
幸
世
さ

ん
（
木
島
）
に
は
マ
グ
カ
ッ
プ
が
贈
ら

れ
ま
す
。

安
全
な
花
火
遊
び
の
た
め
に

　
花
火
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
家
庭
で
遊
べ
る

お
も
ち
ゃ
用
の
花
火
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。

　
お
も
ち
ゃ
用
の
花
火
は
、
線
香
花
火

か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
ま
で
種
類
も
豊
富
。

で
も
、
注
意
し
て
取
り
扱
わ
な
い
と
危

険
で
す
。
花
火
を
す
る
と
き
は
、
必
ず

大
人
が
付
き
添
っ
て
、
危
険
の
な
い
よ

う
に
注
意
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ

し
て
、
次
の
約
束
を
守
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
1
花
火
遊
び
は
大
人
と
一
緒
に

2
広
い
場
所
で
遊
び
ま
し
ょ
う

3
風
の
強
い
日
は
や
め
ま
し
ょ
う

4
花
火
の
注
意
書
き
を
守
り
ま
し
ょ

　
　
｝
つ

5
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
ま

　
　
し
ょ
㌧
つ

図
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
案
内

　
総
合
セ
ン
タ
ー
内
の
公
民
館
図
書
室

で
は
、
順
次
新
刊
を
整
え
皆
さ
ん
の
お

い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
ど

ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
図
書
室
に
収
蔵
し
て
も
ら
い

た
い
書
籍
な
ど
（
雑
誌
、
文
庫
本
は
除
く
）

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
（
a
六
八
i
二
一
六
七
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
北
の
狩
人
　
　
大
沢
在
昌
　
幻
冬
舎

○
老
い
は
迎
え
討
て

　
　
　
　
　
田
中
澄
江
　
青
春
出
版
社

○
き
み
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
村
山
由
佳
集
英
社

○
教
科
書
が
教
え
な
い
歴
史

　
　
　
　
　
藤
岡
信
勝
　
産
経
新
聞
社

○
自
分
を
ま
も
る
本

　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ス
ト
ー
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶
文
社

○
少
年
H
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
妹
尾
河
童
　
講
談
社

○
小
さ
な
文
学
の
旅

　
　
　
　
　
　
漆
原
智
良
　
金
の
星
社

○
テ
ィ
ー
ン
ズ
の
生
き
方
を
見
つ
け
る

　
本
松
原
哲
明
金
の
星
社

○
名
作
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
こ
や
ま
峰
子
　
金
の
星
社

○
読
書
は
パ
ワ
ー

　
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ク
ラ
ッ
シ
ェ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
の
星
社

○
新
潟
県
の
地
名

　
　
　
　
　
　
馬
場
信
彦
　
野
島
出
版

○
住
ま
い
方
の
実
践

　
　
　
　
　
　
渡
辺
武
信
　
中
公
新
書

○
「
満
州
駅
伝
」
娘
に
語
る
祖
国

　
　
　
　
　
つ
か
こ
う
へ
い
　
光
文
社

○
娘
に
語
る
祖
国

　
　
　
　
　
つ
か
こ
う
へ
い
　
光
文
社

○
子
ど
も
た
ち
は
ワ
ハ
ハ
の
俳
句
探
偵

　
団
　
　
　
佐
藤
広
也
　
労
働
旬
報
社

○
す
べ
て
の
怒
り
は
水
の
ご
と
く
に

　
　
　
　
　
　
灰
谷
健
次
郎
　
倫
書
房

○
平
気
で
う
そ
を
つ
く
人
た
ち

　
M
．
ス
コ
ッ
ト
・
ペ
ッ
ク
　
草
恩
社

○
ね
じ
め
の
長
嶋
茂
雄

　
　
ね
じ
め
正
一
　
東
京
新
聞
出
版
局

○
宇
宙
は
卵
か
ら
生
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
池
内
了
　
大
修
館
書
店

○
癒
し
の
時
代
を
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
上
田
紀
行
法
蔵
館

○
沢
村
貞
子
波
瀾
の
生
涯

　
　
　
　
　
　
中
島
信
吾
　
岩
波
書
店

○
失
楽
園
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
淳
一
講
談
社

○
パ
ン
ダ
の
a
n
・
a
n

　
　
小
泉
今
日
子
　
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

○
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
村
上
春
樹
講
談
社

○
家
族
シ
ネ
マ
　
　
柳
美
里
　
購
談
社

○
私
が
書
い
た
1
4
歳
の
遺
書

　
　
　
　
　
　
　
原
く
る
み
講
談
社

○
日
本
国
の
研
究

　
　
　
　
　
　
猪
瀬
直
樹
　
文
芸
春
秋

”
協
一
7
麿
ゐ
麟

6
月
18
～
19
日
に
実
施
さ
れ
た
第
2
8

回
フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
結
果

一
位
　
あ
い
る
と
ん
S
S
C
（
中
仙
田
）

二
位
　
サ
ン
ラ
イ
ズ
F
C
（
朝
日
町
）

三
位
　
マ
マ
ッ
チ
ー
ズ
（
仁
田
）

四
位
　
パ
ー
ブ
ル
三
箇
（
三
箇
）

6月8日に開催された県スポーツフェステバル
中越地区ターゲットバードゴルフ大会（ナカゴ）
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川
西
町
へ
の
歩
み
⑰

明
治
34
年
の
合
併
勧
告

　
市
町
村
制
の
施
行
時
に
行
わ
れ
た
町

村
合
併
は
小
規
模
な
町
村
を
大
幅
に
解

消
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
全
県
的

に
見
た
場
合
は
小
規
模
な
町
村
が
多
く

残
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
明
治
三
十

四
年
に
新
潟
県
が
打
ち
出
し
た
独
自
の

合
併
構
想
は
、
さ
き
の
大
合
併
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
県
内
八
一
六
か
町
村
を
一

挙
に
四
五
六
町
村
に
統
合
し
よ
う
と
す

る
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
新
潟
県
知
事
柏
田
盛
文
は
こ
の
合
併

構
想
を
県
参
事
会
に
諮
間
し
、
さ
ら
に

関
係
町
村
会
や
郡
参
事
会
の
意
見
を
聞

い
て
検
討
し
、
中
魚
沼
郡
役
所
を
と
お

し
て
次
の
合
併
案
を
明
示
し
た
。

　
①
中
野
村
　
千
手
町
村
　
吉
田
村
を

合
併
し
て
「
千
手
村
」
と
す
る
。

　
②
橘
村
、
上
野
村
を
合
併
し
て
「
上

野
村
」
と
す
る
。

　
③
仙
田
村
は
独
立
の
資
力
が
あ
り
、

現
行
の
ま
ま
据
え
置
く
。

川
西
郷
の
合
併
も
め
る

　
柏
田
知
事
の
合
併
勧
告
を
う
け
て
、

ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な
る
こ
と
を
夢
見

た
上
野
村
は
、
橘
村
と
の
合
併
を
村
会

が
満
場
一
致
で
賛
成
し
た
。
し
か
し
、

橘
村
は
上
野
に
主
導
権
を
と
ら
れ
る
こ

岩
瀬

金
　
子
　
幸
　
作

と
を
心
配
し
て
こ
れ
に
反
対
し
、
郡
参

事
会
も
橘
村
の
願
い
を
入
れ
て
一
村
据

置
の
意
見
を
知
事
に
答
申
し
た
。

　
中
野
村
、
千
手
町
村
、
吉
田
村
の
合

併
に
つ
い
て
、
中
野
村
は
大
字
高
原
田

と
坪
山
が
こ
の
案
に
賛
成
し
た
が
、
霜

條
、
鶴
吉
、
伊
勢
平
治
、
友
重
の
四
集

落
は
橘
村
を
除
く
上
野
村
と
の
合
併
を

希
望
し
、
郡
参
事
会
も
中
野
村
が
二
分

す
る
こ
の
案
を
支
持
し
た
。

　
千
手
町
村
は
三
村
の
合
併
に
は
反
対

で
、
中
野
村
全
村
と
の
合
併
を
望
ん
だ
。

　
吉
田
村
も
三
村
の
合
併
に
反
対
し
、

新
し
く
鐙
島
村
、
眞
田
村
と
合
併
す
る

こ
と
を
希
望
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
関
係
町
村
や

集
落
ご
と
の
交
渉
、
か
け
ひ
き
が
し
だ

い
に
激
し
く
な
り
、
事
態
を
収
拾
し
た

い
郡
参
事
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
分
を

聞
き
、
柏
田
知
事
に
次
の
よ
う
に
上
申

し
た
。

　
①
上
野
村
と
中
野
村
（
大
字
高
原
田
、

大
字
坪
山
を
除
く
）
を
合
併
す
る
。

　
②
千
手
町
村
と
、
中
野
村
の
う
ち
大

字
高
原
田
、
大
字
坪
山
を
合
併
す
る
。

　
③
吉
田
村
は
鐙
島
村
、
眞
田
村
と
合

併
し
て
「
吉
田
村
」
と
す
る
。

請
願
陳
情
が
相
次
ぐ

　
県
の
示
し
た
合
併
構
想
が
う
ま
く
い

か
な
い
と
知
っ
た
柏
田
知
事
は
、
あ
ら

た
め
て
新
上
野
村
（
中
野
村
の
う
ち
大

字

坪
山
、
高
原
田
を
除
く
）
と
橘
村
の

二
か
村
が
合
併
、
千
手
町
村
と
中
野
村

の
大
字
坪
山
、
高
原
田
を
含
め
た
吉
田

村
と
の
合
併
を
諮
っ
た
。
関
係
町
村
は

こ
の
案
を
協
議
し
た
が
、
合
併
に
と
も

な
う
利
害
得
失
が
表
面
化
し
て
請
願
や

陳
情
が
相
次
ぎ
、
こ
の
統
合
案
は
実
現

さ
れ
な
か
っ
た
。

　
大
字
上
野
、
下
平
新
田
、
新
町
新
田
、

三
領
、
星
名
新
田
、
小
根
岸
の
六
か
字

か
ら
次
の
請
願
が
出
て
い
る
。

　
「
上
野
、
橘
ノ
合
併
ハ
地
勢
不
便
ニ

シ
テ
合
併
ノ
実
挙
ラ
ズ
。
中
野
村
全
村

ヲ
挙
ゲ
テ
上
野
村
二
合
併
セ
ラ
レ
ン
ト

云
フ
ニ
ア
リ
、
郡
参
事
会
ノ
大
字
分
轄

ハ
入
会
山
、
水
利
、
共
用
財
産
ヨ
リ
考

ヘ
テ
モ
不
都
合
ナ
リ
ト
ス
」
。

　
橘
村
の
大
字
仁
田
、
大
字
野
口
か
ら

次
の
請
願
が
出
て
い
る
。

　
「
上
野
村
ト
ハ
、
民
情
、
風
俗
、
職

業
、
生
活
二
差
異
ア
リ
合
併
ヲ
許
サ
ザ

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
独
立
ノ
資
ヲ
有
ス
ル

　
も
つ
ヲ
以
テ
本
村
ハ
独
立
ヲ
希
望
ス
」
。

　
中
野
村
大
字
鶴
吉
、
霜
條
、
伊
勢
平

治
、
友
重
、
弘
道
新
田
、
宗
正
の
人
民

総
代
が
次
の
よ
う
に
請
願
し
て
い
る
。

　
「
郡
参
事
会
ノ
議
決
ノ
通
リ
、
上
野

村
へ
合
併
セ
ラ
レ
タ
シ
ト
シ
テ
再
願
書

ヲ
提
出
セ
リ
」
。

　
中
野
村
、
上
野
村
の
両
村
陳
情
委
員

は
次
の
よ
う
に
見
解
を
の
べ
て
い
る
。

　
　
「
水
利
、
山
菜
、
風
俗
、
民
情
等
ニ

ヨ
リ
、
中
野
村
ト
上
野
村
ノ
合
併
ヲ
相

当
ト
ス
」
。

伊
友
地
区
の
合
併
騒
動

　
こ
の
よ
う
に
く
り
か
え
さ
れ
た
請
願

陳
情
は
、
合
併
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
関

係
の
村
々
を
大
き
く
ゆ
さ
ぶ
っ
た
。

　
中
野
村
の
う
ち
伊
勢
平
治
、
友
重
の

二
集
落
は
、
か
ね
て
希
望
し
て
い
た
上

野
村
へ
の
合
併
に
つ
い
て
、
同
村
へ
の

合
併
を
希
望
す
る
に
異
論
の
な
い
こ
と

を
改
め
て
確
認
し
、
明
治
三
十
四
年
七

月
十
五
日
の
盟
約
書
に
は
五
三
戸
が
捺

印
し
て
い
る
。
し
か
し
、
村
内
の
坪
山
、

霜
條
、
鶴
吉
へ
行
く
に
も
、
千
手
町
村

の
本
村
へ
行
く
の
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な

い
地
点
に
在
る
こ
の
二
集
落
は
、
弘
道

新
田
も
交
え
て
協
議
を
重
ね
る
た
び
に

中
野
村
据
置
、
上
野
村
、
千
手
町
村
へ

の
分
村
な
ど
を
強
く
希
望
す
る
者
が
相

次
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
ひ
と
つ
屋
根
の

下
で
親
子
の
意
見
が
分
か
れ
る
家
も
あ

っ
た
り
し
て
集
落
内
が
騒
然
と
な
り
、

虚
々
実
々
の
か
け
ひ
き
や
裏
工
作
が
行

わ
れ
、
仕
事
も
手
に
つ
か
な
い
混
乱
が

二
年
近
く
も
続
い
て
い
る
。

大
山
鳴
動
し
て

　
県
内
か
ら
注
目
さ
れ
た
伊
勢
平
治
、

友
重
の
合
併
騒
動
は
、
い
ず
れ
の
村
に

合
併
す
る
か
に
つ
い
て
住
民
投
票
を
行

う
事
態
（
三
十
六
年
二
月
二
十
六
日
）
に

ま
で
進
展
し
た
。
中
野
村
据
置
か
、
そ

れ
と
も
上
野
村
、
千
手
町
村
の
い
ず
れ

か
に
分
離
す
る
か
に
つ
い
て
投
票
し
た

結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
中
野
村
据
置
を
希

望
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
二
六
票

大
正
年
代
の
千
手
観
音
御
開
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
徳
寺
蔵
）

　
上
野
村
か
、
ま
た
は
千
手
町
村
に
分

離
合
併
し
た
い
。
　
　
　
　
二
九
票

　
右
の
う
ち
、
千
手
町
村
へ
合
併
し
た

い
と
投
票
し
た
者
　
　
　
　
二
票

　
ど
っ
ち
に
合
併
す
る
か
、
親
子
で
意

見
の
分
か
れ
た
家
　
　
　
　
　
三
票

　
こ
の
投
票
は
合
併
間
題
を
さ
ら
に
混

乱
さ
せ
た
が
、
結
局
は
、
大
山
鳴
動
し

て
な
ん
と
か
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
中
野
村
で
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
県
や
郡
は
、
合
併
推
進
の
た
め
な
お

も
関
係
村
の
意
見
を
求
め
て
調
整
指
導

に
の
り
出
し
た
が
、
川
西
地
区
の
合
併

構
想
は
つ
い
ぞ
日
の
目
を
見
な
い
で
終

わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

⑬9．7．10



ヘ
ー
　
」

　
0

ρ
o
．
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60

「
千
手
温
泉
」

営
業
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　
千
手
温
泉
で
は
、
1
0
月
31
日
ま
で
の
間
、
営

業
時
間
を
｝
時
間
延
長
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
入
浴
で
き
る
時
間

午
前
1
0
時
～
午
後
1
0
時
ま
で

　
（
入
浴
さ
れ
る
方
は
、
午
後
9
時
3
0
分
ま
で

　
　
に
入
館
く
だ
さ
い
。
）

○回 出発地 実施日 テーマ（主な見学施設・事業）

1回 新潟 7／22（火） 高齢社会への対応（特養向陽の里、コミュ
ニティホームモデル事業）

2回 新潟 7／24㈲
心身障害福祉への対応（新潟ふれ愛ブラザ、
コロニーにいがた白岩の里）

3回 上越 7／29（火） 高齢社会への対応（クアハウス至徳路、特
養新光園）

4回 上越 8／2㈱ 地球にやさしい雪利用（温泉交流施設竜神
の里、雪だるま物産館）

5回 長岡 8／26（火） 高等教育機関の充実（長岡造形大学、新潟
工科大学）

6回 新潟 8／28㈲ 埋蔵文化財の発掘と活用（埋蔵文化財セン
ター、八幡山遺跡）

7回 新潟 9／2（火） 高度技術への取り組み（工業技術総合研究
所、食品研究センター）

8回 上越 9／18㈲ 生活を支える墓盤整備（関川災害復旧助成
事業、地すべり資料館）

9回 長岡 9／25㈲
農林水産業の振興（農業大学校、農業総合
研究所）

10回 新潟 10／11（士） 生涯学習の推進（産業振興センター、ハイ
ブ長岡、小出郷文化会館）

県
政
の
テ
ー
マ
バ
ス
参
加
者
募
集

県
の
施
設
や
事
業
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぐ
日
程
・
実
施
地
域

1〉定員／50人（申し込みが定員を超えた場合は抽選）

1》申し込み／往復はがきに、「○回県政テーマバス参加希望」

　と明記のうえ、住所、氏名、電話番号を記入し、実施日の

10日前までに県広報広聴課まで。折り返し、出発場所など

をご連絡します。

◎詳しくは、県広報広聴課（盈025（285）5511〈内線212＞）まで。

第
一
回
中
子
杯
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

■
日
　
　
時
　
　
7
月
2
0
日
⑲
　
雨
天
決
行

　
　
　
　
　
　
午
前
7
時
3
0
分
～
8
時
　
　
受
付

　
　
　
　
　
　
午
前
8
時
1
5
分
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト

■
会
場
「
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
」
シ
ョ
ー
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

■
募
集
定
員
　
　
54
人

■
参
加
費
　
　
千
五
百
円

■
申
し
込
み
締
め
切
り
　
　
定
員
に
な
り
次
第

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
「
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
パ
レ
ス
ナ
カ
ゴ
」
フ
ロ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盈
六
八
ー
四
四
一
九

第
一
回
十
日
町
矯
正
展

　
（
刑
務
作
業
製
品
展
示
即
売
会
）

●
日
時
　
7
月
1
9
日
出

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
6
時

　
　
　
　
7
月
2
0
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
6
時

●
場
所
　
十
日
町
ク
ロ
ス
ー
0

●
催
物
内
容

　
　
家
具
製
品
、
金
属
製
品
、
革
製
品
、

　
木
彫
製
品
な
ど
、
全
国
の
矯
正
施
設

　
か
ら
、
お
よ
そ
三
千
点
を
出
品
。

　　インターネット総合講座を開設します
●　日時・会場・時間

期　日 時　　間 会　　　場 募集
8月8日（金） 19：00～21：00 津南町中央公民館 7組

18日（月） 19：00～21：00 松代町総合センター 7組

19日（火） 19：00～21：00 川西町地域活性化センター 7組

30日（土）
16：00～18：00

クロス10大ホール
7組

19：00～21：00 7組

31日（日） 13：00～15：00 クロス10大ホール 7組

　●内容
　　　会場内で、コンピューターネットワークによるインターネッ

　　トの世界を再現し、そこでインターネットを活用した具体的な

　　事例に疑似体験していただきます。

　●参加資格
　　　十日町広域圏（十日町市、川西町、津南町、中里村、松代町、

　　松之山町）にお住まい（お勤め）の方ならどなたでも結構です。

　　パソコンを使っての日本語入力経験のある方が望ましいです。

　　グループでの参加もOKです。

　●参加料
　　　無　料
　●　申し込み・問い合わせ先（電話又は電子メールで）

　　　参加希望日（会場）を確認のうえお申し込みください。

　　　十日町市役所企画人事課企画室

　　　（盈0257－57－3111内線215）
ド群φ群　φ岬齢齢樟””礎◆““ゆ慶韓榊◎ψ…”“”ゆゆゆ齢齢””礎“φ“φ“φ”瀞ψ”””““”御”““ゆ～
な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

i　　　総合体育館を大規模改修　　　　i
ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
1　総合体育館の音響及び照明の改善、屋根改修などの大規模改修工事　1
リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 キ

ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ら

1を着工したので、アリーナ、2階のランニングコースの使用ができな　1
ゑ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

iくなります。工期は4か月間です。長い期間ご不便をおかけいたしま　i
ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

iす力救ご理解とご協力をお願いいたします・　　　　l
i　なお、柔道場及び剣道場、トレーニング室については、従前どおり　i
ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
1使用が可能です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆㌧ψφψゆψφψ，“ひψφψゆψφψφψφ“ひψ，ψφψゆψφψφψφゆφψφψφψφψφψφゆφ帯φ“φψゆψrPψ◆ゆφゆφゆφψφψφψφψφ蔚◆瀞φ群◎ゆφ“ゆ諺
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墓
目

一
般
寄
付

池
竹
久

意　（
敬
称
略
）

武
（
原
　
田
）
　
五
万
円

表
紙
の
写
真

　
六
月
八
日
、
二
六
公
園
に
お
い
て
、

十
八
か
国
、
十
八
人
の
在
日
外
国
人
演

奏
家
に
よ
る
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
ビ
ッ
グ

・
コ
ン
サ
ー
ト
（
主
催
・
同
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
委
員
会
〈
小
林
重
則
会
長
〉
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
例
年
こ
の
時
期
に
実
施
し

て
い
た
「
ブ
ナ
林
ま
つ
り
」
を
、
同
公

　
　
　
　
　
　
　
こ
け
ら

園
野
外
ス
テ
ー
ジ
の
柿
落
し
記
念
公
演

と
し
て
、
趣
向
を
変
え
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
町
内
外
か
ら
お
よ
そ
九
百
人

が
新
緑
の
ブ
ナ
林
の
下
、
世
界
の
音
楽

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
中
国
古
楽
合
奏
、

ボ
サ
ノ
バ
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
サ
ン
バ
と
、

世
界
の
音
楽
が
演
奏
さ
れ
、
新
緑
の
ブ

ナ
林
の
中
で
絶
妙
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
、
聴
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
をブナの日陰でコンサート

楽しむ聴衆

小
わ
に
レ

　
　
璽
贋

高
崎
正
風
選

初
夏
の
十
二
時
間
の
飛
機
の
旅

夏
雲
の
地
球
隠
せ
る
飛
機
の
窓

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

身
障
の
子
等
の
作
て
ふ
簾
買
う

初
胡
瓜
濡
れ
た
る
ま
ま
を
仏
壇
に

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

台
風
の
去
り
し
昼
顔
花
ざ
か
り

台
風
一
過
驚
く
ほ
ど
の
ゴ
ミ
残
し

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

空
梅
雨
の
茄
子
に
刈
草
寄
せ
や
り
し

孫
呼
ん
で
真
赤
な
い
ち
ご
も
ぎ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

友
の
皆
な
美
し
く
老
い
里
若
葉

酌
み
か
わ
す
友
童
心
や
遠
蛙

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

勿
体
な
や
田
の
半
分
は
植
え
も
せ
で

台
風
の
そ
れ
て
恵
み
の
通
り
雨

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

ま
た
一
ッ
咲
い
て
客
待
つ
花
し
ょ
う
ぶ

あ
り
し
日
を
偲
ぶ
今
宵
の
初
螢

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
林
　
　
哲

お
も
ち
ゃ
箱
ひ
っ
く
り
返
し
梅
雨
ご
も
り

喜
々
と
し
て
む
ら
が
る
子
等
や
ぐ
み
熟
る
・

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

石
越
え
て
太
々
出
で
し
今
年
竹

仏
法
僧
鳴
く
と
て
窓
を
開
け
放
つ

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

青
田
風
北
窓
開
け
て
入
れ
に
け
り

サ
イ
レ
ン
の
注
意
予
報
や
梅
雨
出
水

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

ぐ
み
熟
れ
て
小
鳥
来
て
い
る
梅
雨
晴
間

薬
に
と
ド
ク
ダ
ミ
吊
り
し
窓
辺
か
な

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

大
雷
の
ど
す
ん
ど
す
ん
と
不
気
味
か
な

屋
上
の
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
に
星
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
　
白
涛

朝
顔
に
隣
り
親
し
き
垣
根
か
な

宅
配
で
送
る
土
産
の
笹
だ
ん
ご

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

大
輪
の
夢
を
咲
か
せ
て
菊
芽
挿
す

長
生
き
を
せ
よ
と
新
茶
を
送
ら
る
る

万
緑
の
皇
居
騎
騨
籍
向
山

御
奉
仕
の
道
濯
堀
の
草
い
き
れ

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

老
い
て
尚
若
き
心
や
白
牡
丹

き
ら
き
ら
と
朝
の
万
緑
雨
あ
が
る

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

若
返
る
思
い
や
綜
食
う
度
に

垣
越
し
に
だ
ん
ご
綜
の
出
来
を
問
う

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

初
も
ぎ
の
妻
の
掌
に
乗
る
茄
子
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
旭
昇

噺
り
を
き
き
つ
つ
行
け
る
山
の
道

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

白
百
合
の
薫
り
豊
か
に
治
療
室

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

山
毛
棒
林
よ
り
青
田
見
て
懐
か
し
む

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

園
の
梅
見
る
孫
う
め
の
よ
う
な
頬

　
　
　
　
　
　
府
中
市
　
喜
多
　
　
保

桜
桃
の
一
つ
を
口
に
こ
ろ
が
し
て

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

青
芝
に
コ
ロ
と
呼
ぶ
犬
抱
く
少
女

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

仏
壇
に
は
ら
り
と
こ
ぼ
れ
白
牡
丹

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

　
寸
評
　
　
　
　
　
　
正
風

・
夏
雲
の
　
　
大
景
を
大
胆
に
詠
ん
で
い

て
快
い
。
そ
れ
に
し
て
も
「
地
球
隠
せ

る
」
と
い
う
表
現
は
う
ま
い
。
勿
論
飛

行
機
は
雲
の
上
を
飛
ん
で
い
る
の
で
あ

る
。

・
身
障
の
　
　
「
簾
か
な
」
で
は
な
く
、

　
「
簾
買
う
」
に
よ
っ
て
作
者
の
心
持
ち

が
表
わ
れ
て
い
る
。

幼
児
の
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
平
成
八
年
八
月
一
日
か
ら
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境

整
備
の
一
環
と
し
て
、
一
歳
児
を
対
象

と
し
た
医
療
費
の
助
成
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
今
年
度
か
ら
対

象
年
齢
の
引
き
上
げ
や
所
得
制
限
の
緩

和
を
実
施
す
る
な
ど
、
一
部
を
改
正
し

て
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
事
業
内
容
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
入
院
医
療
費
の
助
成
概
要

【
対
象
年
齢
】

　
一
歳
児
及
び
二
歳
児

【
助
成
対
象
者
】

　
児
童
手
当
の
給
付
を
受
け
て

い
る
幼
児
の
保
護
者

【
助
成
対
象
期
間
】

　
平
成
九
年
四
月
一
日
以
降
の

入
院【
助
成
申
請
手
続
き
】

ω
　
入
院
時
に
役
場
で
幼
児
医

　
療
費
受
給
者
証
の
交
付
申
請

　
を
す
る
。

②
　
医
療
機
関
に
受
給
者
証
を

　
提
示
し
て
助
成
申
請
書
に
証

　
明
を
し
て
も
ら
う
。

③
助
成
申
請
書
を
役
場
に
提
騒

　
出
す
る
。

以
上
の
手
続
き
に
よ
っ
て
一
部
負
担
聡

金
を
差
し
引
い
た
額
を
払
い
戻
し
姿
纒

※
一
歳
堤
二
歳
児
の
子
ど
も
さ
ん
が
爾
晦

鞍
麟
遅
慮
な
く
手
続
き
鰯

間
い
合
わ
せ
・
照
会
先

役
場
　
住
民
課
保
健
係

暦
6
8
1
3
1
1
1
（
内
線
2
0
8
）

ン
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ぶ
　
　
　
　
の
　
ゆ

戸
籍
の
窓
磯
毎
卿

葛
蓄
き
き
骸
ゆ
φ
葛
答
嵐

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
つ
か
さ

小
海
　
　
　
司

　
　
　
　
ま
　
　
ゆ

鈴
木
　
万
由

　
　
　
　
な
　
　
な

高
橋
　
奈
々

　
　
　
　
し
ん
ご

今
藤
　
慎
吾

　
　
　
れ
　
　
な

村
越
　
玲
菜

　
　
　
れ
　
　
み

村
越
　
玲
美

美泰美泰ゆ琢さ　由秀純
佐　佐　か　ゆ敦　　　博
子広子広り也り　香人子

野野上赤山小　　　　　　　　　野　　　　　　　　　田　根
口　口野谷　篭岸

ノ

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　
滋
野
伸
男

　
星
名
瑞
穂
野
　
口

十
日
町
市
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

山
口
同
橋
哲
男
6
9
（
博
）
坪

小
川
　
ス
ェ
81
（
利

春
日
　
ス
ギ
8
3
（
喜

村
山
ヨ
キ
ノ
8
4
（
欣

上
村
　
ト
ミ
84
（
英

高
橋
　
カ
ネ
8
5
（
文

夫夫一平芳
）　）　）　）　）　）

室元伊神赤坪
　　　社
島町友町谷山

（
6
月
1
日
か
ら
30
日
　
届
け
出
分
）

㌧
霧
塞
、
き
嚢
壽
謹
馨
一
蓉
警
髪
蒙
糞
柔
穿
箋
婁
｛
峯
羨
蒙
髪
嚢
垂

噸

　
　
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
係
る

、
［
　
　
　
　
お
願
い
と
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
7
月
15
日
依
・
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
で
開
催
予
定
の
「
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
立
候
補
者
予
定
説
明
会
」

　
は
、
会
場
の
都
合
で
一
候
補
者
二
名
ま
で
と
い
た
し
ま
す
の
で
，

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
8
月
3
日
⑰
の
投
票
日
に
は
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投

綴
を
い
た
し
ま
軸
鉱

　
　
、
妻
．
釜
嚢
嚢
毒
毒
菱
．
董
、
蓋
芽
畿
茎
一
婁
褒
盆
》
嚢
鯉
．
．
蓼
塗
審
鳶
蓑
母
譲
隻
瓦
嚢
鋤
建
欝
蓄
蒐

　　　　　　　　　　　　　　　　　瀕鞠蹴輝闘詩噸酵勲姻鰐門鱒鴫綿ダ　　　 酊門以・門曾山　　　　つ

器霊器一甜器蹴器器＝器器器＝＝器一器蹴一謝一一＝器＝器能＝＝器器器＝＝

ヨ会
ん
う
さ

こ
つ｝
の
坂

ち
登
た
生
魚
年

「
　
3

▲

　鑛懸叢

〉
「
バ
ッ
タ
が
て
ん
と
う
虫
を
ね
ら
っ
て
る
」

　
2
年
生
高
橋
由
紀
奈
さ
ん

7月13日至誠堂医院（西浦町）

　　　　a52－3276
20日第二藤巻医院（上　野）

　　含　68－2018

21日山口医院（袋町中）

　　費52－2174

　27日大熊内科医院（山本町）

　　　　8　52－7066

　　”　津南病院（津南）

　　　　8　65－3161

8月3日山口医院（下条）
　　　　費　55－2003

　10日長山病院（津南）

　　　　盈　66－2877

　　〃　中条病院（中条）

　　　費57－3018

　
　
「
玉
入
れ
」

〈
1
年
生
ま
す
だ
は
や
と

畿
　
＼
＼

く
ん

〈
仙
田
小
学
校
￥
1

●休日救急医

㎏
＼
ー
－
’
、

！
⑱
％
α
、

　
6
　
　
　
，
暫

　
　
　
む

　
夢
聾
鰯
　
　
　
◎

懸
亀
奪
　
　
　
〆

晦
轟
響
サ
、
亀
藻
『

も
、
口

惣
・

宙
生
　
．
．
奔
、
、

宇
年
　
　
葬
・
，
塾

「
5
　
　
－
灘
，
駄
し
『

》
「
ミ
ニ
四
駆
レ
ー
ス
」

4
年
生
斉
喜
　
裕
く
ん

（
8
月
号
は

　
川
西
中
学
校
で
す
）
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》
「
な
か
よ
し
」

　
2
年
生
登
坂
由
英
く
ん

　
　
　
　
茂
野
真
子
さ
ん

　
3
年
生
登
坂
光
義
く
ん

〉
「
太
陽
の
上
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」

　
6
年
生
樋
ロ
恵
美
さ
ん


